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コウャホソハナカ '1.キリの學名
及  び變異 に 就 い  て

大 澤 省 三

(第八高等學校)
ON T HE SPECIF IC NAM F. 0 F S0-CA LLF.D
“STRANGARINA KOYAENSIS MATsasHITA",
AN D ' ITS VARIATIONS.  (COLEOPTERA
CERAMBYCiDAE).

'

By SYOz0 OSAwA
、

I. 精 言 .

コウヤホソハナカミキリには今日 Strangalina koyaenSis MATSIJSHITA なる
學名が一般に用ひ.られてゐる. 筆者は本藍の分布及び變異に對して興味を抱き, 若
干の材料を蒐めて調査してみた處, 西南部日本に産するも-のと, ・中部山-fl・地方に産
するものとでは色彩上から判然たる別亜種として區別し,得る事を知り , 且從來 St-
rangalja duodecimguttata FABRIC「US の 8ynonymとされてゐた Leptura (St「一
angalia) .harmandi Proはコウャホソハナカミキリに於ける中部山lit地方の亜種に
該當する事が率a日リ3 した. 依て茲に小文を革して諸賢の御参考に供し, 併せて公正な
る御批判を給り度く恩,i、. 本論に入るに先立ち本文の御校関を類した態澤正夫敎
授, 並びに終始多大なる御指導と御援助を興へられた中根猛彦・ 林匡夫・ 大倉正文
三氏に對して深厚・なる謝意を表する:

「1. 本 ・ 論 .

Strangalina harmandi (PIC) コウャホソハナカミキリ
1eptura (Strangalia) harmandi, PTC, Bull. Mus. 1Iist. Nat. Paris, V「「, (2), 1901, p 61.
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1

本種は以前駐日 國公使たりし i iARMAN「)氏の採集晶に基き言 さ1t1 たもので

あるが, その記
2「簡單な爲次の如き諸説が出るに至った・ 、

1・ 松下眞幸博士は harrn1andi を獨立 と認め ら同時にkoyaensisを新種とし
て記較した. .

(ll) .

2・ フi()Ei野武夫氏は同氏の目餘中に koyaensis を獨立種となし, harmandi を

Strangalia duodecimguttata (FABRTC「US) のsynonym として收鍛した.
(10) (6)

.
l

3・ 玉貢光一氏はフkJii野氏の意見に從0・, koyaensis を獨立種として記載し,
harmandi を duodecimguttataのsynonym とした. その理由としては特に觸角の

黑色なる事を舉け'たが, 前a的背被の形:;l大は koyaensisに類似するから之と同一なも
のか, '或は一獨立種かも知れない旨示唆した.
筆者は再検討の結果harmandiをduodecimguttataの9ynonymとするよりも,
むしろ koyaensisを: harmandi の一地方的變異 (亜極) と見做す事に首肯した.
次に i:・の理由を列記する . 即ち, ・

1・ harmandi の記 中の前胸背板の後 f9が突出し, 雄にあつては細長, 雌に於
ては稍扱;壯なる點はduodecim、guttataよりもコウヤホ ソハナカミキリに一致する.

2.、harmandiの記載中ill益1iSiの体及び迎識の形:状を異にし, 体は雄に於て細長, 通

軸の幅も狭い旨記されてゐるが之は duodecimguttata には該當せ-l二コウャホソハ
ナカミキ4j によく一致する.

3 玉買
)

harmandi を duodet:imgultataのsynonymとした大きな理由は觸角
力、黑色を呈する事であるが, 後述の地方的變異によ り中部山・ f地方産の個体は凡て
黑色を呈するか, 又は ど黑色に近い.

4, 体下面の黑色なる事は3 と同様中部山ift地方の個体に於て通常見られる所であ
る .

.

5, コ,', ャホソーナカミキリは通常 に3 黄帶を持つ個休が多い力、後11111の如く雌
雄共第4黄帶が展々 出現する. 、

6. その他の特徴は輔翅第1 紋の形l状を除きコウヤホソ・、ナカミキリによく一致す
る .

. p [(, 趣輔資帶の 形を ''Ia premiere.auterieurs arquee et isolee chez maleJ
pres(rtTe dro' to et ,commune femele la deu?.lome plus eu r r o : n s oblique et aVant le

milieu, Ia trosieme transversale apres le milieu, Ia (1uatricme l'e tremite” と記して
居り, 第 l 紋を除けば之に該當するコウャホソハナカミキリは少なくないが, 雄の
第1紋が ''ar(luee”と云.ふのはどの程度のものか疑問であり, 又雌の第一紋が''d「cite
et commune”なる個体が今迄に一度も見てbな、いが互に接近して一見帶フ状をなす事
力、ある.  第1紋の形7状が稍r一致しない點から見れば玉買氏の云はれる如くha「mandi.
は koyaensis とも duodecimgutfata とも別な 立種かも知れないし, 少くとも

、
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duodecim9ut tata と別なものである事は確か しい。 しかしかかる變化多き班絞

を記載の上で檢討する時は不一致な點が出來易いもので, 單なる第 l 絞の形7t大のみ
に依って harmandi と koyaensis を別種とするよりも, むしろ typeを檢する機會
を得る迄は兩者を同物異亜種として取扱った方が穩當と考・'、られる.
その他比較的 harmandiの記 l表に近い種類としては Strangalia ochraceofasci-

ata (MOTSCHU];SKY), S arcuata (PANzEB) f mimica (BATES), S. subtilis _

(BATt ﾂ)  等力、舉け1  られるが之等は前記諸特徴を檢する時恐らく關係のないものと
思はれる .

地 方 的 變 異

中部山-Ffi-地方に産するものと, 西南部日本に見られる本種とは夫.々 別亜種として
區別する必要を認めたので, koyaensis を西南部日本産のものの亜極名として存機
せしめる事にした. 以下兩亞種を分つ特徴を示す.

Strangalina harmandi harmandi (PIC) (Fig.l ) . .

「・eptllra (StrangaIia) harmandi, PIC, Bull. Mus. 1i ist. Na・t. Paris, VI1, (2), 1901,
p 61.

-     A B (、一 「) l l F

. - Fig. 1. Strmgalina harmandi harmmdi 部色影の變異
A. Norm‘◆l form, I). A ber rant for m (中一部l l 産)

觸角は黑色, 又は黑色なれど先端1~2節は黑色に近い暗色を帶ぶ事がある. 腹部
は雌雄共漆黑色, ・但し雄に於ては若干の個体變異がみられる.
本州中部山-fii-地方 (上高地・ 信州宮士見 ・ 木會駒fii) の個体を檢し得たが, 松(3)

下眞幸博士は美濃落騨産のl 頭の雌について報告されて る. 又 HARMANr) 氏の
採集品も同時にPIC氏に依って記、il \ された他の種類と併せ考へるに信州上高地遥
か又は日光附近の採集品ではなからうかと推定される.
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/ Strangaijna harmandj, koyaensjj (,MATSljSHTTA) . (Fig. 2.).
Strangalia (StrangaIina)  1(oyaensi・  MA:1、SUS;HI TA,  Jour:n.  Facul.  Agrie.  Hokkaid

Imp. Univ., XXXIV, (2), 1933, p219, pl, 1. fig 7.
觸角の基方4節及び5節の基部%は黑
色, 以下先端節迄黄濁色を呈する. 腹

部は雄にあつては尾節及て11第1 節前

総の兩側, 雌では第1 腹節及び尾節が.
黑色を呈するが他は美麗なる撞禍色を
示す. 但し腹都の色彩には 個体變異が

ある . -

本州西南部の主として山地に分布し
現在知'り得た産地は高野山・ 大表ケ原
山・ 南紀川湯温泉等である.

A l; C D 後 如.く兩亞種共腹部の色彩には
1,1g 2. Strangalina harmandi koyaensis _

, .

個体變異が見られ, . harmandi harm-1度 部 色 彩の 變異
A. Normal form 1llai, .B. Aberrant form雄. andi に於ても幾分;澄色を現f:iし一t1;1.,
0. Nor lua1 form雌,  I)・ Aberrant form雌・ る,もの (目下の所は雄のみ) があり,

harmandi koyaensil; でも黑化傾向を示す個体が見られる. 今の所この變異は連組
して居らな、いが更に多數の個体を檢する時, 外見上連票ｩ  して一連の變異幅を形成す
るやうになる.力、,も' しれない. しかじ之は個休變異と地方 異 (地要的變異) の錯線
を意味するに一;''き'-i二 , 平均値に於て兩者iよ明瞭なる 異を示す. ち中部山fi-地方
にはE X部の黑色なもの,  .西南日本には種色なものが他の型よりも壓倒的に多く出現
するもので, この国,i者.を一定域に發生するRace, 即ち亜極と見做し、 ・腹部に現はれ
た若干の變異は夫 兩l::i極の特有な變異幅内に於ける個体變異と考、るのが妥當の
様に思はれる、 之に力Ilへて觸角の色彩は兩,者共略固定的で, 之は一刷lJ亞種に分け
る事の妥當性を裏付けるものであらう.

※

兩亞種の分布 况は明かでないが, 中部山-fi-地方以北の寨地には, harmandi har-
※

mandi を, 西南日本の如き暖地には ha、rmandi koyaensis を産するのではないか

●ト

( t) ( i) (1、
※ 本州の比較的寒・地からの記録は前配松下博士のもの及び中島氏による信州島々 谷, 般島氏

(8) ( 0
による信州上高地, 千浦氏による信州八ケ・岳, 黑浮氏による置賜盆地等の配館を検L得たが, 玉

110)
實氏も本州北部に分布する事を題めてゐる・ 但し残念 ら松下博士のfa般以外は單なる 田

無にとどま リ色彩に就いての組強はないし, 又黑i準氏は學名の次に“? '' を附されてゐる・ 四國
( ) ( -i )

からの報告は松下博士, 及び大 保 ' 和国兩氏に依ってなさ た・ 後者は単なる採集配 にす

' ないが前ii- は色彩について言及し, 觸角黑色, ・ 末端3 商if境かに編色, 度部第1 師が黑色を皇
すると記 した・ . 之は1 頭の雌に依って記ba  さオ iたものでる爲腹部第1節の黑色を品する事
営然であるが, 觸角の色彩は興味深い・ 今後の調査が必要であらう・

- ( 22 ) - .
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と推定される.
(10)

・尚玉貢氏はab・ kuroharaを記11 oして が, 之は らく  harmandi harmandi
と同一物を指すのではないかと考へらオ1る.

※

個  体  的  變  異
1.  翅軸上の斑紋 (Fig, 3,)
兩亞種間に於て差異を認める事は出 かった. 各黄帶にはその形 , 及び面

の變異が相當見られるがその變異に一定の方

向は認められない. 第1絞は 立し, 雌は雄

に比し各黄帶の幅廣< , . 特に第2 帶と第3 帶
とが縫合部に沿って延長する傾向が張く , そ

の連織してbるものが1 個体 (Fig 3A) みら
れた. 第4班(Fig. 3A-D) は雌のみに限らず,
雌雄共に見られ, 雌の方が出現頻度力、大きい

j,, 且つ發連の度も雌に於て顯著なもの多く
一見別種の如く感じられるもの (Fig 3D) が
あるが, 雄では出現しても餘り大きいものは

見られない. 座紋の大きさに就いては第4
絞と他の黄帶 i_の間に相關現象は見られない
f O平山修次郎氏は第3  帶を全欠する個休力、  
ると記されたが今回の調査ではかかる個体に
控し得なかった.

c

「,、lg. 3. Strangalina harmandi難
期輔資帶の變異,第4斑の出現及び第2, ,
第3帶の連被を示す・ ( 中部山商・産)

2.  度の色彩 雄共中後 の腿節基半, 前政の腿節全部は黄濁色を呈するが・
個体によりlilt ・ 中 節先端が資色を_i  したり,  前・  中政座節が幾分暗色を帶びる
もの等がみられ, 中・ 後 腿節の黄色部には個体により可成りの增減がある・  ・

3.  觸角の色彩 前記. 1

4.  腹部の色彩
1. harmandi harmandi (Fig, 1.)

全部で21 個体検したが雌 (8Exs・) に於ては全く黑色を品 し變異は見られなかっ
た. 雄(13Exs・) 中多少なりともll翻1色を現はしてb るものは5 例を認めたが何れも
harlnandi・koyaenisの如き明 tf1,を するものはなく暗色を してb る. この變異が
かかる伴性的なも、のか否かは今後の調一ｸ  に挨ちたい -

11. harmandi koyaensis (Fig 2.)
最も黑化し一たと思はれるものでも後述の ( i) 程度のものに過き'ない.  多少なり

※ 個体數の不足により今回は_一に色彩の間題のみを簡單に認述するに止めた・

- - ( 23 ) -
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と も黑化又は淡化? してゐる個休と しては.次の5 例を見た.
( i )  第4節の末端 が黑色を.i  し,  第2  ・ 3節の後線力 :狭く黑化した難 (Fig・ 2D)
(ii)  尾節の基方が狹く橙褐色を し, -第1 腹言fl前 兩側の黑色部が小さくなっ

た雄 (Fig 2B) _ ・

(nl) 各節末端の黑化した雌 (林匡夫氏よりの通信による)
(iv) 第4 節の先端が黑化した雌 (同上)
(v) 第l節末端中央を殘して黑色を是する雄 (同上)

m. 摘 要

1・ 現在 Leptura (Strangalia)harmandi P「( 1901 はStrangalina due))decimgu-
ttata (FABB「CIUS, 1901) の synonymとされて るが兩者は別なものである. -

2・  しかもStfangalina koyaensis(MA'「SUSliITA,1983) はLeptara (Strangalia) ・
harmandi Pic, 1 l の一地方的變異 (亞種) と見做される.

3・ harmandiは中部山 fl:地方のものと西南部日本のものとは夫々 別亞種として區
別さるべきもので夫々 次の如く整理する. .

, Stran9alina harmandi .harmandi (PIc, 1901) (中部山-lit地方亞種) .
Sirangalina tlarmandi koyaensis (MATSUSHITA, 1933)(西南部日本_i度種).

4・ Stran9alina harmandiに於◆ 輔, 等の色 に就いての個体變異は兩亞題の
- 間に差異を認めない.

5・ 腹部の色 は夫々 の亞種に依って特有の變異幅を持つ.
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